
音詩亜謹話国語

30年前、ジーンズは非行の元凶と言われた。

ましてや女性がジーンズなんで・・

しかし、
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時代とともにジーンズは

社会に垂

今では

姿の活

あふれて

女
が
変
わ
る
男
が
変
わ
る
社
会
が
変
わ
る

看
婦
人
週
間
8
4
月
1
0
日
～
1
6
日

「
女
性
の
能
力
や
役
割
に
つ
い
て
の

固
定
的
な
考
え
方
を
見
直
そ
う
」
を
テ

ー
マ
に
、
今
年
も
「
婦
人
週
間
」
が
四

月
十
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

日

性
が
初
め
て
参
政
権
を
行
使
し
た
昭
和

二
十
－
年
四
月
十
日
を
記
念
し
て
、
昭

和
二
十
四
年
に
設
け
ら
れ
、
女
性
の
地

位
の
向
上
の
た
め
に
特
別
啓
発
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
「
女
性

の
社
会
参
加
」
　
「
婦
人
労
働
に
対
す
る

理
解
」
を
深
め
る
た
め
の
テ
ー
マ
を
そ

の
つ
と
定
め
、
啓
発
広
報
活
動
を
結
け

女
　
て
き
ま
し
た
。

昭
和
六
十
一
年
四
月
に
は
「
男
女
雑

用
機
会
均
等
法
」
が
施
行
さ
れ
、
女
性

の
職
場
進
出
と
働
く
女
性
の
役
割
を
、

法
律
面
か
ら
も
保
髄
・
評
価
す
る
足
掛

か
り
が
で
き
ま
し
た
。

男
女
の
協
力
で

社
会
を
支
え
よ
う

今
年
は
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
趣
旨
を

わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
と
し
て
、
「
女
が
変
わ
る
・

男
が
変
わ
る
・
社
会
が
変
わ
る
」
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
を
支
え
る
の
は
、
男
と
女
の
両

性
で
す
。
こ
の
点
を
、
お
互
い
し
っ
か

り
と
毘
諭
し
よ
う
と
い
う
発
想
で
す
。

こ
う
し
た
考
え
方
が
社
会
に
行
き
渡

る
な
ら
、
「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」

も
、
ス
ム
ー
ズ
に
社
会
の
ク
慣
習
〟
と

し
て
生
か
さ
れ
る
は
ず
で
す
。



（2）

本
妻
は
収
入
を
得
て
い
る
人
が
一
人
の
場
合
で
す

〃
入
居
資
格
収
入
基
準
　
（
給
与
所
得
者
の
場
合
）

u
者
を

募
集
し
ま
す

昨
年
八
月
か
ら
広
渡
区
の
道

宮
に
建
設
を
進
め
て
い
た
町
営

住
宅
が
完
成
し
ま
し
た
。
五
月

初
旬
か
ら
の
入
居
に
向
け
て
、

入
居
者
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

●
場
　
所
　
遠
賀
町
大
字
広
漠
字
道
営

●
募
集
戸
数
　
第
1
種
（
3
K
）
6
戸

●
家
　
賃
　
月
額
3
万
5
、
0
0
0
円

●
共
益
費
　
月
額
4
、
0
0
0
円
程
度

●
敷
　
金
　
1
0
万
5
、
0
0
0
円

（
家
賃
の
3
か
月
分
）

●
入
居
資
棺

・
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を

有
す
る
人

・
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
あ
る
人

・
収
入
が
基
準
以
下
の
人
（
上
の
表

第
1
種
欄
を
参
照
の
こ
と
）

●
申
込
締
切
　
4
月
務
日
（
火
）

●
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は

遠
賀
町
役
場
総
務
課
管
財
係
ま
で

＄

（

2

9

3

）

1

2

3

4

な
お
、
申
し
込
み
用
紙
は
総
務
課
窓

口
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も

参
加
し
ま
せ
ん
か

（
問
＝
園
田

初
心
者
の
方
を
対
象
に
し
た
水
墨
画

の
教
室
で
す
。
お
気
軽
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

日
　
時
　
毎
週
金
曜
日

1
3
時
0
0
分
～
1
5
時
0
0
分

場
　
所
　
中
央
公
民
館
ク
ラ
ブ
室

会
　
費
　
月
　
2
、
5
0
0
円

申
込
先
　
新
町
　
早
非
違
明

舗

（

2

9

3

）

3

1

8

7

語
間
賀
田
日
田

あ
な
た
も
池
坊
流
の
生
け
花
を
始
め

ま
せ
ん
か
。
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

例
会
日
　
毎
逓
月
曜
日
　
的
時
～
彫
時

月
2
回
と
4
回
の
コ
ー
ス
あ
り

場
　
所
　
公
民
館
別
館

会
　
費
・
月
2
回
　
2
、
0
0
0
円

・
月
4
回
　
3
、
5
0
0
円

材
料
費
な
ど
は
実
費

申
込
先
　
別
府
　
彙
よ
し
え

館

（

2

9

3

）

4

1

2

4

四

四

回

西

国

弓
道
は
、
日
本
古
来
の
伝
統
あ
る
武

道
で
す
。
心
身
の
鍛
練
に
終
身
で
き
ろ

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
老
若
男
女
を
問
い
ま

せ
ん
。
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。
あ
な
た

も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

練
習
日
　
日
曜
日
を
除
く
毎
日

1
8
時
～
2
1
時

あ
な
た
の
こ
都
合
に
合
わ
せ
て
練

習
日
を
お
決
め
く
だ
さ
い
。

場
　
所
　
総
合
運
動
公
園
弓
道
場

会
　
費
・
入
会
金
　
1
、
0
0
0
円

学
生
は
無
料

・
月
会
費
一
般
　
5
0
0
円

学
生
　
2
0
0
円

申
込
先
　
遠
賀
コ
ミ
ユ
一
二
ア
ィ
セ
ン
タ

ー
内
∴
添
田
慈
恵

＄

（

2

9

3

）

6

5

2

5

ま
た
は
直
接
道
場
へ

闘
病
国
師
園
西
国

菊
友
会
で
は
、
平
成
元
年
度
新
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
秋
の
菊
花
展
示

会
を
目
指
し
て
菊
作
り
に
励
み
ま
せ
ん

か
。
経
験
や
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
初

心
者
大
歓
迎
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

機
習
日
　
毎
月
第
1
日
曜
日

1
3
時
～
鳩
時

場
　
所
　
中
央
公
民
館

会
　
費
　
年
　
4
、
5
0
0
円

申
込
先
　
浅
木
　
松
本
実
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遠
賀
町
国
体
実
行
委
員
会
で
は
、
平

成
二
年
と
び
う
め
国
体
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
た
だ
く
コ
ン
パ
ー
一
オ
ン
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

ゐ
な
た
の
笑
顔
で
全
国
の
人
た
ち
を

迎
え
て
く
だ
さ
い
。

仕
事
の
内
容
　
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
（
平

成
元
年
1
月
認
・
2
3
日
）
と
本
大

会
（
平
成
2
年
9
月
9
～
1
2
日
）

で
の
、
開
会
式
、
表
彰
式
、
案
内

な
ど
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
、
そ
の
他

町
の
行
事
へ
の
参
加

待
　
遇
　
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
・
日
給
の
支

給

応
募
資
格
　
町
内
に
お
住
ま
い
の
1
8
歳

か
ら
符
歳
ま
で
の
未
婚
の
女
挫
、

（
学
生
、
お
勤
め
の
方
も
可
）

募
集
人
員
　
1
0
人
程
度

応
募
方
法
　
履
歴
書
に
写
真
を
添
付
の

う
え
提
出
の
こ
と

締
め
切
り
　
4
月
怨
日
（
金
）

採
用
方
法
　
面
接
（
後
日
連
絡
）
の
う

え
、
本
人
に
通
知

応
募
先
お
よ
び
お
問
い
合
わ
せ
は

遠
賀
町
国
体
実
行
委
員
会
事
務
局
へ

〒
肌
I
4
3
遠
賀
町
大
字
今
古
賀
5
1
3

遠
賀
町
役
場
内

田

（

2

9

3

）

1

2

3

4

範

（

2

9

3

）

1

8

8

9

ま
た
は
直
接
会
場
へ

園
圏
田
圃
閏
閉
園

対
　
象
　
小
学
校
一
年
生
以
上

女
子
も
大
歓
迎
で
す
。

●
遠
賀
教
室

場
所
・
練
習
日
・
時
間

・
第
一
武
道
場
（
中
央
公
民
館
旗
）

毎
週
月
・
金
曜
日
1
8
時
～
1
9
時
5
0
分

・
遠
賀
南
中
学
校
武
道
場

毎
通
水
・
土
曜
日
1
8
時
～
1
9
時
0
0
分

・
島
門
小
学
校
体
育
館

毎
週
水
・
土
曜
日
1
8
時
～
1
9
時
5
0
分

申
込
先
　
4
月
鳩
目
（
金
）
よ
り

第
一
武
道
場
で
練
習
日
に

間
合
先
　
新
町
　
富
永
初
次
郎

＄

（

2

9

3

）

0

5

9

6

●
広
濃
教
室

場
所
・
練
習
日
・
時
間

・
広
漠
小
学
校
体
育
館

毎
週
火
・
金
曜
日
1
8
時
～
1
9
時
0
0
分

申
込
先
　
4
月
H
日
（
金
）
よ
り

広
漠
小
学
校
体
育
館
で
練
習
日
に

間
合
先
　
中
央
　
庄
賀
恒
雄

㊨

（

2

9

3

）

3

2

7

5

詩
吟
朗
詠
錦
城
流

速
賀
道
場

詩
吟
を
通
じ
て
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
／

練
習
日
・
火
曜
白
昼
1
3
時
～
1
5
時

・
水
曜
日
夜
1
9
時
～
2
1
時

場
　
所
　
遠
賀
川
公
民
館

会
　
費
・
入
会
金
　
1
、
5
0
0
円

・
月
会
費
　
3
、
5
0
0
円

着
　
飾
　
能
開
館
海

申
込
先
　
遠
賀
川
　
麻
生
圭
一

㊦

（

2

9

3

）

0

0

5

6

閏
圏
閉
園
回
国

十
七
文
字
で
天
地
を
斬
る
。
自
然
を

愛
し
、
生
き
る
喜
び
を
唱
い
ま
し
ょ
う
。

男
女
老
壮
若
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

例
会
目
　
毎
月
第
1
・
3
金
曜
日

1
3
時
～
1
5
時

場
　
所
　
中
央
公
民
館

会
　
費
　
月
　
5
0
0
円

申
込
先
　
浅
木
　
玉
野
信
彦

＄

（

2

9

3

）

1

1

0

7

閏
　
語
　
図
書
園

一
般
図
番
を
広
く
読
ん
で
意
見
交
換

し
よ
う
と
い
う
グ
ル
ー
プ
で
す
。
た
だ

い
ま
、
女
牲
五
名
、
男
牲
三
名
で
す
。

例
会
目
　
毎
月
第
3
金
曜
日

m
時
～
1
2
時

場
　
所
　
中
央
公
民
館
ク
ラ
ブ
室

会
　
費
　
月
　
3
0
0
円次
の
ペ
ー
ジ
へ



消防自動車って

カーッコイイ！

3月14日、遠賀中央幼稚園で

非難訓練が行われました。
非常ベルでグラウンドに集ま

った園児たちは、消防署のおじさ
んから「火の用心」の話を聞いた

後、消防自動車や救急車の試乗を

シュノーケル車で

地上15mの世界へ

董調

しました。園児たちは、近くで聞　　く

くサイレンの音の大きさにピックリ。1

中にはペソをかく子もいました。
この日、園児たちが一番富んだのがシ

ュノーケル車の試乗でした。地上15mの

高さまで昇るカーゴに乗った園児の感想
は9

「こわくなかったよ。ロープをつけて

いたから大丈夫。」（いしいゆうじ君）

「おもしろかっだ。パスコの私のお家

がよく見えたよ。」（ひょうどうあきこちゃん）

優勝、準優勝の釣liiチームと内田チーム

（4）

親
と
子
の
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
I
大
会

一
二
月
二
十
六
日
、
「
第
三
回
親
と
子

の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。

優
　
勝

準
優
勝

3

　

位

こ
の
日
の
参
加
者
は
百
四
人
。
「
遠
　
努
力
賞

賀
町
に
住
ん
で
い
て
も
、
ま
だ
知
ら
な

釣
川
真
由
美
、
釣
川
麻
衣
子

松
村
栗
菓
子
、
内
田
ゆ
う
こ

内
田
と
も
ゆ
き
、
山
辺
一
機

山
辺
英
太
郎
、
釣
用
潤
也

柴
田
順
子
、
柴
田
徹
、
柴
田

か
お
り

柴
田
マ
、
＼
柴
田
真
澄
、
柴

田
聡

い
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で

す
。
今
日
は
自
分
の
目
で
確
か

め
て
き
ま
す
。
」
と
コ
ー
ス
図

を
持
っ
て
大
は
り
き
り
で
ス
タ

ー
ト
〇
七
鳥
の
コ
ー
ス
を
二
時
間
あ

ま
り
で
全
員
無
事
に
歩
き
切
り

ま
し
た
。

申
込
先
　
松
ノ
本
　
安
西
政
雄

＄

（

2

9

3

）

6

2

1

5

〔
圃
日
周
＝
国

男
女
を
問
わ
ず
、
初
心
者
歓
迎
し
ま

す。例
会
日
　
毎
月
第
2
・
4
の
月
・
火
曜

日
ま
た
は
金
・
土
曜
日

9
時
～
1
2
時
ま
た
は
1
3
時
～
1
7
時

場
　
所
　
総
合
運
動
公
園
内
陶
芸
室

会
　
費
　
月
　
2
、
5
0
0
円

申
込
先
　
新
町
　
下
川
正
夫

㊧

（

2

9

3

）

1

1

1

1

閣
閏
岡
田
同
園
閉
園

哀
愁
を
帯
び
た
音
色
の
大
正
琴
を
あ

な
た
も
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
簡
単
な

曲
な
ら
す
ぐ
に
弾
け
ま
す
。

練
習
日
　
月
3
回
　
木
曜
日

1
9
時
～
幼
時
5
0
分

場
　
所
　
木
守
公
民
館

会
　
費
・
入
会
金
　
2
、
0
0
0
円

・
月
会
費
　
3
、
0
0
0
円

申
込
先
　
若
葉
台
　
江
藤
奈
生
美

範

（

2

9

3

）

5

6

7

3

な
お
、
四
月
十
八
日
（
火
）
午
後
七

時
か
ら
木
守
公
民
館
で
、
入
会
の
た
め

の
説
明
と
演
奏
会
を
開
き
ま
す
。
み
な

さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
来
場
く
だ
さ

遠
賀
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

リ
ズ
ム
に
の
っ
て
皆
で
汗
を
か
き
、

笑
い
、
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ど
し
ど
し

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

練
習
日
・
毎
月
第
1
・
3
月
曜
日

1
9
時
～
2
1
時

・
毎
月
第
2
・
4
火
曜
日

同
時
～
1
2
時

場
　
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

会
　
費
　
月
　
8
0
0
円

入
会
金
な
し

申
込
先
　
上
別
府
　
梅
田
典
子

館

（

2

9

3

）

3

6

7

1

園
園
田
園
田
幽
閉
田
園

本
会
は
創
設
よ
り
六
年
目
を
迎
え
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
主
に
、
指

導
・
補
助
、
新
し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
（
ス
ポ
ー
ツ
）
の
習
得
、
そ
の
他
町

の
行
事
へ
参
加
し
、
青
少
年
の
育
成
お

よ
び
町
の
発
展
の
た
め
活
動
し
て
い
る

サ
ー
ク
ル
で
す
。

例
会
日
　
毎
月
第
2
火
曜
日

1
9
時
約
分
～

場
　
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
∴
象
　
高
校
生
以
上
の
男
女

会
　
費
　
月
　
5
0
0
円

申
込
先
　
広
漠
　
嶋
崎
摸
書

館

（

2

9

3

）

5

3

3

3

ま
た
は
直
接
会
場
へ

〔
開
園
骨
肉
）

一
、
毎
月
一
回
、
第
四
日
曜
日
午
後
一

時
よ
り
公
民
館
別
館
に
於
い
て
例
会

を
開
い
て
い
ま
す
。
当
日
は
歌
藷

「
群
炎
」
よ
り
講
師
を
招
い
て
勉
強

し
て
い
ま
す
。

一
、
費
用
、
申
込
金
な
し
、
月
千
円
也

「
：
希
望
者
、
こ
れ
か
ら
歌
を
作
っ
て

み
よ
う
と
思
わ
れ
ろ
方
は
、
ど
な
た



Lef’s hy

Easy〃Sporfs
今、スポーツは生活の一部。健康やストレス解消に、
誰にでも気軽にできる軽スポーツか注目されています。
このコーナーでは、いろいろな砥スポーツを紹介して
いきます。今回は「グラウンド・ゴルフ」の1回目です。

グラウンド・ゴルフの特徴

⑪楊所を選びません
運動場、河lii敷、公園、庭　　障害物や起伏があ

っても楽しめます。その場所に合わせてスタ
ートからの距離とホール数を決めてください。

二〇一■　“　　d）

②準備はカンタン
ホールポストをたてれはOK。

⑬ルールはカンタン
スタートからホールポストに

できるだけ少ない打数で入れ

ていきます。合計打数の少な
い方が勝ち。
圏

④ボールの見分けはカンタン
ボールのカラーとスティックのクリップカラーが同色。

⑤時間制限ナシ
ホールポストをにらんでの緊張感／一気にカツ飛ばす爽快さ。

打ったボールをめざしてタップノ歩いてください。のびのび
プレーが好評で、協調性と集中力、調整力が衰えます。短時

間のレクリエーションにも最適。

⑮人数制限ナシ
台ホール毎にスタートでき

ます。何十人のプレーもO
K。チームプレーだけでな

く、個人での競技も楽しめ

ます。

⑦審判貝はあなた自身
競技中の判定は同伴競技者か公平に行うのか原則です。

さあ／ねらうはホールインワンくトマリ！〉

お問い合わせは、コミュニティセンター内体育振興係まで

℡（293）6525　なお、用具の貸し出しも行っています○

（5）

3月5日、勤労者体育センターで、「第8回遠賀
町婦人会ミニバレーボール大会」が開かれました。
17チームによって熱戦が繰り広げられ、会場は明る
い笑いに包まれていました。

優　鰐　老良Aチーム　導復職　遠賀jiiAチーム

十　塾畿薄霧ふ 1－．1一°｛ � �　字 種」遼＿子ら 

∴宮∴∴∴∴∴∴∴∴誓∵∴∴∴・ ∵； 　　　　　．l ���　∴子 ＿遥凄 

特選I襲萎壁塑／謹話‾ 

」”＿“∴∴　　∴一〆∴∴ 
晴天の3月12日、総合運動公園で「走ろう大会」が開
かれました。結果は次のとおりです。（優勝者のみ）
●小学生の憾

〔男子〕3年　筋田　義隆
6年　永楽　秀勝

〔女手〕1年　筋田　一恵
3年　木下　成美
4年　山田　青海
5年　石本　幸子
6年　木下　美穂

●中学生の鶴

〔男子〕1年　吉田　裕行
2年　臓lii　勝田

〔女子〕1年　山田　夏子
2年　敷板由板子

●－蝕の龍

〔男子〕30－39成案　　数倍
4［ト49歳添田　松美
50～59戴浜崎　英昭

〔女子〕30－3臓兵頭　和子

健
康
マ
ラ
ソ
ン
走
ろ
う
大
会

遠
賀
町
婦
人
会

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

今
年
は
、
「
ふ
る
さ
と
の
四
季
」
を

中
心
に
歌
っ
て
い
き
ま
す
。
み
ん
な
で

歌
い
ま
し
ょ
う
。

練
習
日
　
毎
週
土
曙
日
1
4
時
～
1
6
時

場
　
所
　
コ
ミ
：
〓
ア
ィ
セ
ン
タ
ー

会
　
費
　
月
　
l
、
0
0
0
円

申
込
先
　
老
良
　
原
田
季

節
（
2
9
3
）
0
7
8
7

女
声
コ
ー
ラ
ス

「
こ
も
れ
び
」

で
も
ど
し
ど
し
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
老
若
男
女
の
区
別
は
あ
り
ま
せ

ん
。
最
近
入
会
さ
れ
た
方
で
、
す
ぼ

ら
し
い
歌
を
作
っ
て
お
ら
れ
る
方
が

沢
山
お
ら
れ
ま
す
。

一
、
申
込
先
、
木
守
　
白
石
一
夫

衝

（

2

9

3

）

1

2

8

6

∩
開
聞
開
聞
じ

練
習
日
　
毎
週
水
時
日

1
9
時
5
0
分
～
飢
時
5
0
分

場
　
所
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

会
　
費
・
入
会
金
　
1
、
0
0
0
円

（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
）

・
月
会
費
　
5
0
0
円

申
込
先
　
役
場
内
　
口
田
忠
一

愈

（

2

9

3

）

1

2

3

4

ま
た
は
直
接
会
場
へ



お一人につき20枚さしあげ

ます。

ご希望の方は、身障者手帳をお持ちのうえ、

郵便局に申し出てください。なお、代理の方の

申し出でも結構です。

お問い合わせは、遠賀郵便局へ

㊨（293）0042

（6）

消火栓の点検を行う消防団員

国民年金の保険料

納め忘れはありませんか

昭和63年4月分から平成元年3月分までの

国民年金保険料は、現在お持ちの納付書では

4月28日以後は納めることができません。納

め忘れがないかどうか、もう一度領収書やお

手もとの納付書で確かめてください。

国民年金保険料の払込みは 

ー便利な 　＊手 �口座振替 �で－ の一事、 になつ 

まきはカンタンです。 

●申し込み方法 

麦
っ
、
空
家
か
ら
艶
火
？

最
近
、
空
家
の
火
災
記
事
を
新
聞
で

よ
く
見
か
け
ま
す
が
、
遠
賀
郡
内
で
も

発
生
件
数
が
増
え
て
い
ま
す
。

空
家
は
、
日
ご
ろ
監
視
の
目
が
届
き

に
く
い
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

暴
走
族
な
ど
少
年
非
行
の
巣
に
な
っ
た

り
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

空
家
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の

点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
空
家
の
周
囲
に
燃
え
や
す
い
物
を
置

か
な
い
。

②
不
審
な
者
の
出
入
り
に
注
意
。

③
柵
や
窓
の
は
め
板
な
ど
を
設
け
て
中

に
入
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

火
災
・
救
急
件
数
（
2
月
申
）

遠
賀
町
消
防
団

春
季
総
合
訓
練
を
行
い
ま
す

安
い
掛
金
・
高
い
保
障
・
速
い
給
付

県
民
火
災
共
済
（
消
防
共
済
）

に
加
入
し
ま
せ
ん
か

県
民
火
災
共
済
は
、
営
利
を
目
的
と

し
な
い
み
な
さ
ん
の
保
険
で
す
。
手
続

き
が
簡
単
で
支
払
い
も
迅
速
に
行
わ
れ

ます。
●
加
入
費
棺
は

県
内
に
お
住
ま
い
の
人
。
借
家
に
住

ま
わ
れ
て
い
る
人
は
、
動
産
（
家
財
な

ど
）
だ
け
で
加
入
で
き
ま
す
。

●
申
込
方
法
は

消
防
団
貝
が
、
み
な
さ
ん
の
お
宅
を

訪
問
し
ま
す
。
ま
た
、
役
場
総
務
課
窓

口
で
も
取
り
扱
い
を
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
は

遠
賀
町
役
場
総
務
課
庶
務
係
ま
で

衝

（

2

9

3

）

1

2

3

4

青
い
烏
郵
便
は
が
き

遠
賀
町
消
防
団
は
、
毎
年
春
と
秋
の

二
回
、
総
合
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
春
も
、
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
放
水
訓
練

や
小
隊
訓
練
な
ど
を
次
の
日
程
で
行
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
観
覧
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

●
目
　
時
　
4
月
1
6
日
（
日
）

9
時
～

●
場
　
所
　
広
漠
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

消
防
団
員
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

消
防
団
貝
は
、
火
災
の
と
き
だ
け
で

な
く
、
地
震
や
風
水
害
な
ど
の
防
御
活

動
、
さ
ら
に
日
常
の
地
域
に
密
着
し
た

き
め
細
か
な
防
災
活
動
に
活
躍
し
て
い

ます。こ
の
、
私
た
ち
の
生
命
、

身
体
、
財
産
を
守
る
た
め
に

活
動
す
る
消
防
団
は
、
各
自

の
職
業
に
従
事
し
な
か
ら
、

火
災
や
災
害
な
ど
の
非
常
時

に
招
集
さ
れ
て
活
動
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
の
で
す
。

私
た
ち
も
、
他
人
ま
か
せ

に
す
る
こ
と
な
く
自
分
た
ち

の
生
命
や
財
産
は
自
分
た
ち

で
守
る
と
い
う
意
識
を
高
め

消
防
団
と
共
に
火
災
や
災
害

を
防
ぐ
努
力
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。



田吹鳴閥

夫婦で子育て

（7）

東
京
都
立
大
学
教
授
・
心
理
学

詫
　
塵
　
武
　
俊

最
近
の
子
供

た
ち
の
様
子
と

二
十
年
前
、
一
二

十
年
前
に
、
自

分
た
ち
が
子
供

で
あ
っ
た
こ
ろ

と
を
比
べ
て
、

だ
い
ぶ
変
わ
っ

て
し
ま
っ
た
と
思
う
親
は
た
く
さ
ん

い
る
と
思
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
子
供
の
数
が
少
な
く

な
っ
た
、
病
気
を
し
な

に
く
ろ
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
叔
父
さ
ん
、

叔
母
さ
ん
の
家
に
泊
ま
り
が
げ
で
遊

び
に
行
き
、
い
と
こ
た
ち
と
一
緒
に

生
活
す
る
と
い
う
経
験
で
す
。
都
市

の
大
学
生
に
幼
稚
園
か
小
学
校
の
こ

ろ
に
、
こ
の
よ
う
な
経
験
を
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
と
質
問
す
る
と
、

わ
ず
か
一
〇
％
程
度
の
も
の
が
肯
定

的
な
返
革
を
し
た
だ
け
で
し
た
。

い
ま
の
親
た
ち
の
世
代
に
は
も
っ

っ
た
の
で
す
。

な
ん
で
も
な
い
こ
と
の
よ
う
で
す

が
、
親
、
兄
弟
以
外
の
人
と
親
し
く

接
す
る
こ
と
、
言
葉
を
変
え
て
言
え

ば
、
多
様
な
人
間
関
係
を
も
つ
こ
と

は
子
供
の
心
の
発
達
に
必
要
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
同
じ
三
十
代
の
男

性
で
も
父
親
と
あ
の
叔
父
と
は
ど
こ

が
違
う
か
、
あ
の
叔
母
の
家
と
自
分

の
家
と
は
雰
囲
気
が
ど
う
違
う
か
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
親
類
の
人

の
前
で
は
、
子
供
で
も
自
分
を
よ
く

見
せ
よ
う
と
努
め
ま
す
。
言
っ
て
い

い
こ
と
と
い
け
な
い
こ
と
の
け
じ
め

も
、
こ
の
よ
う
な
機

く
な
っ
た
、
遊
び
万
が

変
わ
っ
て
き
た
、
お
も

経
験
と
心
の
発
達
会
を
通
し
て
習
得
さ

れ
ま
す
。
家
庭
を
単

ち
ゃ
が
豊
富
に
な
り
高

価
に
な
っ
た
、
塾
や
お
け
い
こ
こ
と

な
ど
で
多
忙
に
な
っ
た
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
で
し
ょ

う
。
祖
父
母
と
の
接
触
が
少
な
く
な

っ
た
と
か
、
け
ん
か
を
し
な
く
な
っ

た
と
い
う
特
徴
を
あ
げ
る
親
も
い
る

で
し
ょ
う
。
す
べ
て
現
在
の
子
供
た

ち
に
一
般
的
に
認
め
ら
れ
る
こ
と

で
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
ご
承
知
の

こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
と
は
別
に
、
よ
そ
の
家
庭
に

行
っ
た
り
、
よ
そ
の
人
が
自
分
の
家

と
多
か
っ
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
の

家
に
親
類
の
人
が
泊
ま
り
に
く
る
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
い
ろ
い

ろ
な
話
を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
も
の

で
す
。
現
在
の
主
婦
た
ち
が
多
忙
に

調
で
、
閉
鎖
的
な
も

の
に
し
な
い
で
、
子
供
の
年
齢
に
応

じ
て
経
験
の
範
囲
を
拡
大
す
る
よ
う

に
す
る
配
慮
が
親
に
は
期
待
さ
れ
る

の
で
す
。

な
っ
た
こ
と
、
ホ
テ
ル

が
広
く
普
及
し
た
こ
と
、

親
類
や
知
人
と
の
つ
き

合
い
を
煩
わ
し
い
と
思

う
人
が
増
え
た
と
い
う

事
情
が
、
こ
れ
ら
の
機

会
を
少
な
く
し
て
し
ま

遠
賀
俳
友
句
会
抄

池
田
　
幸
利
　
通

文
箱
の
余
寒
に
指
の
あ
と
く
も
る

三
　
村
　
妙
　
子

春
立
つ
や
バ
イ
ク
を
軽
ろ
く
密
使
夫

末
　
永
　
キ
ミ
牧

夫
の
耳
ひ
く
と
動
き
て
棲
日
和

玉
　
野
　
信
　
彦

出
向
の
話
う
す
う
す
冴
え
透
る

中
　
馬
　
千
代
女

な
め
ら
か
な
病
後
の
水
量
も
の
芽
吹
く

柴
　
田
　
と
も
子

お
ん
が
短
歌
会
謙
茸

病
室
は
消
燈
と
な
り
湾
に
さ
す

十
六
夜
月
の
光
に
ひ
た
れ
り

篭
球
の
灯
の
切
れ
る
ら
し
シ
ャ
ン
デ
リ
ア

点
滅
つ
づ
く
る
か
す
か
な
る
音

早
朝
の
公
園
を
照
ら
す
外
灯
は

夜
来
の
雨
に
淡
く
光
さ
す

夜
も
す
が
ら
雷
燈
つ
き
い
る
喪
の
家
を

つ
つ
み
音
な
く
牡
丹
雪
降
る

炭
火
に
て
鐘
を
焼
き
つ
つ
整
髪
十

節
雷
の
戦
後
を
塙
に
し
思
う

河
申
　
請
書
　
選

久
　
野
　
き
よ
の

白

　

石

　

一

　

夫

三
　
浦
　
寿
美
子

伊
∴
巌
　
ア
キ
コ

大
　
場
　
ト
、
ン
ミ
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悪
質
な
海
外
先
物
取
引
に
ご
注
憲

「
春
の
防
犯
運
動
」
4
月
2
1
日
～
0
0
日

こ
こ
数
年
、
海
外
商
品
市
場
を
舞
台

と
し
て
、
砂
糖
や
コ
ー
ヒ
ー
、
大
豆
な

ど
の
商
品
先
物
取
引
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
昭
和
六
十
二
年

度
に
、
国
や
都
道
府
県
の
窓
口
に
寄
せ

ら
れ
た
苦
情
・
相
談
件
数
は
千
三
百
九

十
一
件
、
支
払
金
額
は
四
十
二
億
一
千

九
百
六
十
一
万
円
で
し
た
。

甘
い
言
葉
と
強
引
さ
が
特
徴

被
害
者
の
約
六
割
は
二
十
代
か
ら
三

十
代
で
、
特
に
主
婦
と
会
社
員
の
被
害

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

海
外
先
物
取
引
の
悪
貨
業
者
は
、
主

に
次
の
よ
う
な
手
口
を
使
っ
て
近
寄
っ

て
き
ま
す
。

●
　
「
ご
主
人
に
内
緒
で
も
う
け
て
、
び

っ
く
り
さ
せ
た
ら
」
と
い
う
甘
い
言
葉

で
始
ま
り
、
長
時
間
ね
ぼ
っ
て
強
引
に

契
約
に
ま
で
も
ち
こ
む
ケ
ー
ス

●
「
財
テ
ク
の
一
環
と
し
て
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
」
　
「
株
券
と
同
じ
よ
う
な
も

の
で
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
が
高
利
回
り
で

す
」
な
ど
と
誘
い
の
言
葉
を
か
け
ろ
ケ

ース。●
職
場
の
忙
し
い
時
間
帯
を
狙
っ
て
電

話
を
か
け
、
「
も
う
い
い
で
す
」
　
「
結

構
で
す
」
と
い
う
断
り
の
言
葉
を
逆
手

に
と
っ
て
契
約
し
た
り
す
る
ケ
ー
ス
。

●
高
校
・
大
学
の
後
輩
で
す
と
電
話
を

か
け
て
き
た
り
、
壇
接
職
場
に
訪
ね
て

く
る
ケ
ー
ス
。

断
り
の
言
葉
は
き
っ
ぱ
り
と

こ
の
よ
う
な
手
口
で
契
約
を
成
立
さ

せ
た
後
、
当
初
は
利
益
が
で
る
よ
う
に

仕
組
み
、
取
引
金
額
を
増
や
さ
せ
た
後

で
大
き
く
損
を
さ
せ
る
例
が
目
立
ち
ま

す
。
な
か
に
は
、
突
然
会
社
を
た
た
ん

で
蒸
発
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

あ
い
ま
い
な
受
け
答
え
は
、
悪
質
業

者
に
つ
け
込
ま
れ
る
も
と
で
す
。
誘
わ

れ
て
も
取
引
す
る
憲
忠
が
な
け
れ
ば
、

き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

吾
人
ノ

不
審
に
思
っ
た
り
、
お
困
り
に
な
っ

て
い
る
方
は
、
役
場
産
業
課
農
政
商
工

係
稽
（
2
9
3
）
1
2
3
4
ま
で
ご
一

報
く
だ
さ
い
。

農
業
相
談
を
開
き
ま
す

最
近
の
厳
し
い
農
業
情
勢
の
申
、

農
家
の
み
な
さ
ん
は
大
変
に
ご
苦
労

の
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

遠
賀
町
農
業
委
員
会
で
は
、
こ
の

よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る
た
め
に
、

「
農
業
相
談
」
を
開
設
し
ま
す
。
お

気
軽
に
利
用
く
だ
さ
い
。

●
相
骸
日
　
毎
月
1
4
日
（
た
だ
し
、

当
日
が
土
・
日
曜
日
の
場
合
に

は
翌
月
曜
日
に
、
祝
日
の
場
合

は
翌
日
に
行
い
ま
す
）

1
3
時
0
0
分
～
1
6
時
5
0
分

●
場
　
所
　
役
場
第
1
委
員
会

●
相
散
内
容
　
農
地
紛
争
、
農
業
者

年
金
、
農
地
の
売
買
賃
貸
借
、

農
地
の
相
続
・
贈
与
税
、
後
継

者
問
題
、
分
家
用
地
な
ど

●
お
問
い
合
わ
せ
は

遠
賀
町
差
薬
委
員
会
事
務
局
ま
で

（
役
場
産
業
課
内
）

館

（

2

9

3

）

1

2

3

4

季
節の
窓

「
春
眠
暁
を
覚
え
ず
」
と
は
ど

う
い
う
こ
と
か
と
中
学
生
に
閏
い

た
ら
、
「
受
験
勉
強
か
ら
解
放
さ

れ
て
眠
り
た
い
だ
け
眠
る
こ
と
」

だ
と
答
え
た
子
が
い
た
と
か
。

笑
え
な
い
話
で
す
ね
。

春
眠
と
い
う
言
葉
は
、

唐
の
詩
人
孟
浩
然
の
詩
に
、

「
春
眠
暁
を
覚
え
ず
、

し
ょ
L
t
で
い
ち
よ
，

処
処
時
局
を
聞
く
」
と
あ

る
の
が
出
典
で
す
。

署
か
ら
ず
、
寒
か
ら
す

の
、
ほ
ん
わ
か
し
た
春
は

快
い
眠
気
を
さ
ぞ
い
ま
す
。

俳
句
賎
時
語
（
図
説
俳
句

犬
猿
時
話
・
角
川
書
店
）

に
も
春
眠
の
旬
が
い
ろ
い
ろ
出
て

い
ま
す
。「
春
眠
を
む
さ
ぼ
り
て
悔
い
な

か
り
け
り
・
久
保
田
万
太
郎
」
、

「
春
眠
の
身
の
閂
を
皆
外
し
・
上

野
泰
」
、
「
春
眠
や
女
人
に
か
へ

る
尼
の
顔
・
小
川
菜
園
郎
」
な
ど

い
ず
れ
も
心
地
よ
げ
な
春
眠
を
よ

ん
で
い
ま
す
。

眠
り
と
い
え
ば
、
怖
い
の
は
運

転
中
の
ク
春
眠
〟
で
す
。
春
は
ド

ラ
イ
ブ
・
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
、

年
度
変
わ
り
で
革
の
往
来
が

激
し
く
な
る
時
期
で
も
あ
る

の
で
、
運
転
中
の
居
眠
り
に

は
注
意
し
た
い
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
春
の
行
事
の

ひ
と
つ
に
四
月
十
八
日
の

「
発
明
の
日
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
日
は
、
現
在
の
特
許
法

の
前
身
で
あ
る
専
売
特
許
法

が
公
布
さ
れ
た
日
（
明
治
十

八
年
四
月
十
八
日
）
を
記
念
し
て
、

特
許
制
度
の
普
及
の
た
め
に
設
け

ら
れ
た
も
の
で
す
。

昨
今
の
科
学
技
術
の
進
歩
に
は

め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

将
来
、
居
眠
り
運
転
を
防
止
す
る

機
械
が
発
明
さ
れ
る
と
い
い
で
す

ね。



砺：報／†ンク

ー日程と講座内容－

澄宴 �中日 �一学習∴殺∴超 人との出会い �E　講　師 

1 �4月20日 ��i創 
本との出会い �吉　田　恵美子 

2 �5月11日 � �研究会 
子どもの心 �広　崎　俊　彦 

3 �5月25日 � �　　教諭 吉田恵美子 

4 �6月8日 � �元九州女子 短期大学助教授 岡崎政∴板 

5 �6月22日 � � 

6 �7月20日 � � 教授 
水　野　埴　生 

7 �9月7日 � � 
安　西　政　雄 

8 �9月21日 � �東和苑文庫 志賀　盛 

（9）

読
書
講
座
へ
の
お
誘
い

中
央
公
民
館
図
書
室
で
は
、
読
書
講

座
を
開
設
し
ま
す
。
あ
な
た
も
、
こ
の

講
座
で
読
書
す
る
楽
し
さ
に
目
覚
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ます。
●
期
　
間
　
4
月
～
9
月
の
木
曜
日

月
2
回
（
8
月
休
講
）

●
時
　
間
　
1
0
時
～
1
2
時

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館

●
対
　
象
　
町
内
の
方
は
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

●
申
込
締
切
　
4
月
1
9
日
（
水
）

●
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

中
央
公
民
館
図
書
室

電
話
で
の
申
し
込
み
も
お
受
け
し
ま

す。

衝

（

2

9

3

）

1

3

5

6

「
働
く
人
び
と
の
職
場
体
験
記
」
係

〒
1
0
5
東
京
都
港
区
芝
公
園

1
－
1
－
6
　
中
退
金
ピ
ル

館

0

3

（

4

3

3

）

1

6

7

0

働
く
人
び
と
の
職
場
体
験
記
募
　
集

●
テ
ー
マ
　
①
職
場
と
私
　
③
技
能
に

生
き
る
　
③
仕
事
と
余
暇
　
の
う

ち
か
ら
一
つ
を
選
ん
で
作
文

●
原
稿
枚
数
　
細
字
詰
原
稿
用
紙
4
～

5
枚
（
別
紙
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
・
職
業
（
訓
練
生

は
そ
の
旨
）
を
明
記
し
て
応
募
の

こ
と
　
応
募
作
品
は
返
却
し
な
い

●
応
募
資
格
　
職
場
で
働
く
人
、
お
よ

び
職
業
訓
練
を
受
け
て
い
る
人
で

あ
れ
ば
誰
で
も
資
格
あ
り

●
ほ
う
質
　
優
秀
貰
3
編
　
佳
作
1
0
編

と
も
に
賞
状
と
副
賞
を
授
与

●
締
め
切
り
　
5
月
8
日
（
月
）

（
当
日
消
印
有
効
）

●
応
募
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
は

日
本
労
働
協
会

交
通
事
故
相
談

福
岡
県
で
は
、
交
通
事
故
に
関
す
る

相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。
一
人
で

悩
ま
ず
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
轄
投
柏
駁
所

●
相
敏
目
時

・
月
～
金
曜
日
　
9
時
～
1
7
時

（
受
付
1
6
時
ま
で
）

・
土
曜
日
　
　
　
9
時
～
1
2
時

（
受
付
n
時
ま
で
）

・
弁
護
士
相
談
日
　
木
曜
日

1
3
時
～
1
6
時

●
場
　
所
　
福
岡
県
交
通
事
故
相
談
所

福
岡
県
庁
内
9
階
北
側

舘

0

9

2

（

6

2

2

）

0

4

0

3

電
話
で
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

◎
巡
回
相
駁
所

●
神
韻
日
時

毎
月
第
1
月
曜
日
　
即
時
～
1
6
時

（
受
付
1
5
時
ま
で
）

●
場
　
所
　
中
聞
市
役
所
ふ
る
さ
と
対

話
室
舘
（
2
4
4
）
1
1
1
1

物
価
ダ
イ
ヤ
ル
を
設
置

消
費
税
に
便
乗
し
た
値
上
げ
を
許
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
福
岡
県
で
は
消
費

税
に
か
ら
ん
だ
物
価
問
題
の
相
談
や
苦

情
を
お
受
け
し
ま
す
。

館
0
9
2
（
6
3
1
）
0
4
5
－

初
心
者
向
け

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

春
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
に
絶
好
の
季
節

です。こ
れ
か
ら
テ
ニ
ス
を
始
め
よ
う
と
思

っ
て
い
る
あ
な
た
に
、
ラ
ケ
ッ
ト
の
握

り
方
か
ら
ル
ー
ル
ま
で
、
わ
か
り
や
す

く
指
導
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ます。
●
日
　
時
　
5
月
9
日
（
火
）
か
ら
の

毎
週
火
・
金
曜
日
（
計
1
0
回
）

1
9
時
～
2
1
時

●
場
　
所
　
総
合
連
動
公
園
内
テ
ニ
ス

コ

　

ー

ト

●
受
繍
料
　
6
、
0
0
0
円
（
1
0
国
分
）

第
1
日
目
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他
　
講
座
修
了
後
に
テ
ニ
ス
ク

ラ
ブ
へ
入
会
希
望
の
人
に
は
、
入

会
金
免
除
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

●
主
　
催
　
遠
賀
テ
ニ
ス
協
会

●
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は

新
町
　
永
松
政
利
へ

館

（

2

9

3

）

0

8

5

4
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4
月
狐
日
（
月
）

1
3
時
5
0
分
～
1
5
時
5
0
分

役
場
保
健
室

新
生
児
の
扱
い
方
、
沐
浴

指
導
な
ど

母
子
手
帳
受
領
の
人
は
、

節
か
ん

い
。
尿
は
、
よ
く
洗
っ
た
ピ
ン
や

ふ
た
の
つ
い
た
容
器
な
ど
に
入
れ

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
牛
乳
ピ
ン

は
だ
め
で
す
。

く
　
昨
隼
1
1
月
の
一
－
一
歳
児
検
珍

4
月
節
目
（
水
）

受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
Ⅱ
時

検
診
　
1
3
時
0
0
分
～

中
央
公
民
飽

満
3
歳
を
超
え
、
満
4
歳

月
1
回
第
1
ま
た
は
第
3
金
曜
日

9
時
0
0
分
～
1
2
時

●
場
　
所
　
遠
賀
保
健
所

水
巻
町
大
字
吉
田

●
受
講
料
　
無
料

●
申
込
期
限
　
4
月
1
8
日

●
申
込
先
　
役
場
保
健
衛
生
係

●
そ
の
他
　
1
0
回
以
上
出
席
の
人
に
は

修
了
証
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
講
座
修
了
後
は
遠
賀
町
食
生

活
改
善
推
進
員
（
緑
黄
会
）
と
し
て
活

動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

に
遠
し
な
い
幼
児

●
持
参
晶
　
母
子
手
帳

尿
検
査
を
行
い
ま
す
。
お
子
さ

ん
の
尿
を
1
0
∝
渥
慶
（
挨
珍
目
の

早
同
の
尿
）
結
っ
て
来
て
く
だ
さ

毎
日
の
健
康
は
ま
ず
食
事
か
ら
。
あ

な
た
も
健
康
や
栄
養
に
つ
い
て
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

●
日
　
程
　
5
月
か
ら
来
年
3
月
ま
で

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
と
目
に
つ
い
て
お
話

す
ろ
前
に
、
ま
ず
近
親
や
仮
憧
近
親
と

は
ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
る
の
か
を
説

明
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
の

近
視
の
予
防
や
管
理
に
た
い
へ
ん
大
切

な
こ
と
で
す
。

近
視
に
は
遺
伝
に
よ
っ
て
起
こ
る
生

れ
つ
き
の
も
の
と
、
生
活
環
境
か
ら
起

こ
る
後
天
性
の
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

遺
伝
性
の
も
の
は
全
体
の
約
五
％
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。
残
り
の
九
五
％
は
後
天
性

で
、
そ
の
大
部
分
が
小
、
申
、
高
等
学

校
時
代
に
近
視
の
発
生
が
み
ら
れ
ま

す。
そ
れ
で
は
な
ぜ
近
視
に
な
る
の
で
し

ょ
う
か
。
日
の
水
晶
体
は
近
く
を
見
る

時
に
は
ふ
く
ら
ん
で
厚
く
な
り
、
遠
く

を
見
る
時
に
は
薄
く
な
っ
て
ピ
ン
ト
を

調
節
し
ま
す
。
こ
の
調
節
は
、
毛
様
体

筋
と
い
う
筋
肉
が
緊
張
し
た
り
ゆ
る
く

な
っ
た
り
し
て
水
晶
体
の
厚
さ
を
変
え

る
た
め
に
起
こ
り
ま
す
。
近
く
を
見
つ

め
て
い
る
状
態
を
長
く
続
け
て
い
ま
す

と
、
毛
様
体
筋
の
緊
張
が
高
ま
っ
た
ま

ま
の
状
態
が
続
く
た
め
、
水
晶
体
が
ふ

く
ら
み
遠
く
の
も
の
か
ぼ
や
け
て
見
え

近
視
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
調

節
緊
張
憧
近
視
、
俗
に
仮
憧
近
視
と
い

わ
れ
ろ
も
の
で
す
。
ま
だ
本
当
の
近
視

に
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
冶
簾
に
よ
っ
て
正
視
に
戻
る
可
能

桂
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
状
態
が
長
く
続

き
ま
す
と
、
こ
れ
が
引
き
が
ね
に
な
っ

て
屈
折
力
と
眼
軸
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

真
性
の
近
祝
に
な
る
の
で
す
。
で
す
か

ら
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
や
読
書
に
あ
ま
り
夢

中
に
な
り
ま
す
と
調
節
緊
張
の
状
態
が

進
み
、
気
が
つ
い
た
時
に
は
近
視
に
な

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
子
ど
も
た
ち
か
ら

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
取
り
あ
げ
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
一
日
一
時
間
以
内
に
す

る
と
か
、
毎
日
さ
せ
な
い
で
フ
ァ
ミ
コ

ン
デ
ー
を
決
め
る
と
か
、
終
っ
た
あ
と

は
で
き
る
だ
け
遠
く
離
れ
た
も
の
を
見

さ
せ
る
な
ど
、
良
い
習
慣
を
つ
け
さ
せ

る
こ
と
が
近
親
の
発
生
予
防
に
役
立
つ

の
で
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
祝

力
に
は
日
頃
か
ら
よ
く
注
意
し
て
お

き
、
少
し
で
も
遠
く
が
ぼ
や
け
て
見
え

た
り
、
眼
の
疲
れ
を
訴
え
た
ら
、
早
く

眼
科
の
専
門
医
の
診
察
を
う
げ
、
適
切

な
治
療
や
指
導
を
う
げ
ろ
こ
と
が
大
切

です。


